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理
不
易
行

一
九
七
五
年

千
萬
別
侮
何
人
也

何
人
と
い
え
ど
も
ゆ
め
侮
る
な
か
れ

都
人
平
等
而
存
在

す
べ
て
人
は
平
等
に
し
て
存
在
す

有
時
自
高
或
卑
下

時
に
自
ら
高
ぶ
り
或
い
は
卑
下
す
る
は

不
是
忘
真
理
者
哉

こ
れ
真
理
を
忘
れ
し
者
に
あ
ら
ず
や

顕
現
優
劣
和
愛
憎

優
劣
と
愛
憎
の
顕
現
す
る
は

本
是
一
態
中
相
対

も
と
こ
れ
一
態
中
の
相
対
な
り

雖
人
概
了
此
道
理

人
は
か
か
る
道
理
を
概
ね
悟
る
と
い
う
も

欲
為
事
真
難
開
扉

事
な
さ
ん
と
欲
す
る
に
真
に
扉
開
き
難
し

水
声河

辺
的到

処
開
了

黄
菜
花

回
郷
毎

聴
見
水
声

我
到
的由

布
山
腰

朝
陽
昇

海
看
得
見

微
光
裡

従
大
陸遠

来
過
的

好
朋
友

跟
我
賛
吧

這
和
平

父母（左２人）・義叔母・義伯母

父の叔父（吉武好孝）・父方祖父母

家族の古い写真（於熊毛）



　５ 　　　　　４

一
即
三
之
理

二
○
○
四
年
五
月
三
十
一
日

于
一
加
一
是
如
何

一
に
一
を
加
ふ
る
こ
れ
如
何

即
二
而
且
等
于
三

す
な
は
ち
二
に
し
て
且
つ
三
に
等
し

男
女
相
愛
生
孩
子

男
女
相
愛
し
て
孩
子
を
生
み

自
他
融
合
保
安
寧

自
他
融
合
し
て
安
寧
を
保
つ
は

可
説
一
一
即
三
理

一
一
即
三
の
理
と
い
ふ
べ
け
ん

人
曰
一
有
一
度
量

人
曰
く
一
は
一
度
の
量
を
有
し

雖
説
二
有
二
度
量

二
に
二
度
の
量
有
り
と
説
く
と
雖
も

二
人
敬
和
若
相
睦

二
人
〈
に
に
ん
〉
敬
和
し
て
相
睦
め
ば

就
成
三
人
知
的
行

す
な
は
ち
成
す
三
人
知
の
行

不
是
殖
幸
福
理
哉

こ
れ
幸
福
を
殖
す
る
の
理
な
ら
ず
や

赤
心
之
詩

二
○
○
四
年
十
二
月
十
二
日

在
小
亭
常
希
人
安

小
亭
に
あ
り
て
人
の
安
か
ら
ん
こ
と
を
常
希

い既
無
還
栖
山
河
夢

す
で
に
無
し
還
栖
山
河
の
夢

一
向
楽
世
安
寧
来

ひ
た
ぶ
る
に
世
の
安
寧
を
ね
が
い
来
る
も

不
見
所
流
汲
余
意

わ
が
意
を
汲
み
て
流
る
る
と
こ
ろ
を
見
ず

少
無
与
力
取
先
韻

若
き
よ
り
力
に
与
し
先
を
取
る
の
韻
べ
無
く

性
本
頑
而
好
凡
庸

性
は
も
と
頑
な
に
し
て
凡
庸
を
好
む

只
有
聴
風
踏
草
時

風
を
聴
き
草
を
踏
む
の
時
さ
え
あ
ら
ば

何
所
嘆
此
五
十
年

何
の
嘆
く
と
こ
ろ
ぞ
こ
の
五
十
年

故
村
在
老
母
長
兄

故
村
に
老
い
母
と
長
兄
と
あ
り

耕
小
田
種
茸
守
家

小
田
を
耕
し
茸
を
う
え
て
家
を
守
る

嗚
呼
懐
念
哉
孿
渓

あ
あ
懐
か
し
き
か
な
孿
渓
（
両
子
谷
）
は



　７ 　　　　　６

告
籠
且
悩
人
們
詩

二
○
○
四
年
十
一
月
二
十
二
日

我
恐
知
見
密
恋
人

我
密
か
に
人
恋
ふ
る
を
知
ら
れ
ん
か
と
恐
る

其
心
越
過
日
越
大

そ
の
心
は
日
を
過
ぐ
る
に
大
い
に
し
て

徐
不
好
独
歩
人
間

徐
に
じ
ん
か
ん
を
独
り
歩
む
さ
え
好
ま
ず

倦
人
厭
世
苦
十
年

人
を
倦
み
世
を
厭
い
十
年
苦
し
む

有
時
一
念
欲
外
界

時
有
り
一
念
し
て
外
界
を
欲
り

解
放
我
執
避
現
己

我
執
し
現
を
避
く
る
己
を
解
き
放
た
ん
と
す

籠
己
懶
費
其
一
生

己
に
籠
り
そ
の
一
生
を
懶
費
す
る
は

如
是
棄
与
見
未
来

こ
れ
与
え
ら
る
る
未
来
を
棄
つ
る
が
如
し
と

即
開
始
作
詩
為
武

す
な
わ
ち
詩
を
作
り
武
を
始
め
し
は

是
所
以
和
朋
共
生

こ
れ
朋
と
共
に
生
き
ん
と
せ
し
所
以
な
り

自
知
共
在
実
有
趣

自
ず
か
ら
知
る
共
に
在
る
は
実
に
面
白
く

存
在
都
有
善
意
味

存
在
す
べ
て
善
な
る
意
味
を
有
す
る
と

偲
財
師
賦

二
○
○
四
年
聖
夜
作

孖
山
山
麓
得
余
生

孖
山
山
麓
に
わ
が
生
を
得

尊
来
財
豊
弘
老
師

財
豊
弘
先
生
を
尊
び
来
る

同
郷
人
而
教
余
多

同
郷
の
人
に
し
て
わ
れ
に
多
く
を
教
う

即
是
語
算
仁
勇
法

す
な
わ
ち
語
、
算
、
仁
、
勇
の
法
な
り

和
師
過
日
菜
花
谷

先
生
と
菜
花
の
谷
に
日
を
過
ぐ
し

同
仰
六
郷
美
麗
嶺

と
も
に
仰
ぐ
六
郷
美
麗
の
嶺

追
慕
梅
園
師
也
同

梅
園
先
生
を
追
慕
す
る
も
同
じ
う
し

正
深
積
師
弟
之
情

ま
さ
に
深
積
す
師
弟
の
情



　９ 　　　　　８

卒
業
時
有
師
一
唱

業
卒
う
る
の
時
師
の
一
唱
あ
り

韓
伝
阿
里
蘭
峠
唄

韓
に
伝
わ
る
阿
里
蘭
峠
の
唄

長
年
想
起
其
哀
韻

長
年
そ
の
哀
韻
を
想
い
起
こ
し

心
底
育
来
和
平
夢

心
底
に
育
み
来
る
和
平
の
夢

四
十
年
来
相
交
談

四
十
年
来
相
交
談
し

遇
別
離
二
月
尽
日

別
離
に
遇
う
は
二
月
尽
く
る
の
日

報
恩
刻
其
遺
徳
而

恩
に
報
い
そ
の
遺
徳
を
刻
さ
ん
と
し
て

定
称
是
阿
里
蘭
忌

こ
れ
を
阿
里
蘭
忌
と
称
さ
ん
と
ぞ
定
む

技
基
神
理

二
○
○
四
年
歳
晩

苑
有
一
人
特
秀
倫

苑
に
と
り
わ
け
倫
に
秀
で
し
一
人
あ
り

日
毎
無
償
施
介
護

日
毎
に
無
償
に
し
て
介
護
を
施
す

無
欠
一
日
也
温
情

一
日
だ
に
温
情
を
欠
か
す
な
く

只
管
行
所
尽
人
耳

ひ
た
す
ら
人
に
尽
く
す
所
を
行
う
の
み

聴
説
子
生
於
五
島

言
う
を
聴
く
子
は
五
島
に
お
い
て
生
れ
し
と

有
縁
来
到
此
鶴
崎

縁
あ
り
て
こ
の
鶴
崎
へ
と
来
る

和
顔
而
且
保
愛
語

和
顔
に
し
て
且
つ
愛
語
を
保
ち

清
心
正
是
如
蒼
海

清
心
は
ま
さ
に
こ
れ
蒼
海
の
如
し

予
常
敬
斯
慈
人
神

わ
れ
は
常
か
か
る
人
を
慈
し
む
の
心
を
敬
い

自
亦
欲
為
福
祉
者

自
ら
も
亦
福
祉
の
者
と
な
ら
ん
と
欲
す

学
子
是
棄
私
尽
他

子
に
学
ぶ
私
を
棄
て
他
に
尽
く
す
は

即
順
技
基
神
之
理

す
な
わ
ち
順
う
技
基
神
の
理



　１１ 　　　　　１０

讃
苑
之
詩

二
○
○
四
年
歳
晩

壬
午
年
来
苑

壬
午
の
年
に
苑
に
来
り

予
得
第
二
生

わ
が
得
第
二
の
生
を

朋
都
快
活
而

朋
は
み
な
快
活
に
し
て

慰
癒
過
日
憂

過
日
の
憂
い
を
慰
め
癒
す

之
集
数
多
客

こ
こ
に
あ
ま
た
の
客
集
い

談
且
努
為
健

談
じ
且
つ
健
か
な
ら
ん
と
努
む

家
人
多
次
来

家
人
は
し
ば
し
ば
来
り

相
通
親
子
情

相
通
わ
す
親
子
の
情

親
哉
乙
津
川

親
し
き
か
な
乙
津
川

葦
秀
伸
青
青

葦
の
秀
は
青
々
と
伸
び

水
声
宛
人
囁

水
声
は
さ
な
が
ら
人
囁
く

誤
予
在
故
郷

わ
れ
を
故
郷
に
在
り
と
誤
ら
す

蛇
崩
道

二
○
○
四
年
歳
晩

目
黒
辺
在
蛇
崩
道

目
黒
の
ほ
と
り
に
蛇
崩
道
あ
り

四
季
沿
道
開
百
花

四
季
道
に
沿
い
百
花
ひ
ら
く

嘗
一
歌
聖
親
往
来

嘗
て
一
歌
聖
は
親
し
く
往
来
し

詠
歌
不
下
一
千
首

詠
歌
は
一
千
首
を
下
ら
ず



　１３ 　　　　　１２

子
曰
歌
是
写
生
行

子
曰
く
歌
は
写
生
の
行
に
し
て

而
看
花
同
一
観
自

花
を
見
る
は
自
ら
を
観
ず
る
に
お
な
じ
く

仰
樹
梢
或
聴
風
声

樹
梢
を
仰
ぎ
或
い
は
風
声
を
聴
く
は

本
是
探
己
自
然
内

も
と
こ
れ
自
然
の
内
に
己
を
探
す
な
る
と

子
有
深
慕
中
原
人

子
に
深
く
慕
え
る
中
原
の
人
あ
り

尋
故
事
渡
海
南
島

故
事
を
尋
ね
て
海
南
島
に
渡
る

以
為
偲
斯
故
詩
人

お
も
え
ら
く
斯
く
故
き
詩
人
を
偲
び
し
は

当
因
同
意
形
神
理

ま
さ
に
形
神
の
理
に
意
を
同
じ
う
せ
し
に
よ
る
べ
け
ん

述
懐

二
○
○
四
年
歳
晩
作

麦
風
仄
満
辺

麦
風
は
仄
か
に
辺
り
に
満
ち

山
緑
且
笑
予

山
緑
に
し
て
且
つ
わ
れ
に
笑
む

駈
巡
小
草
上

駈
け
め
ぐ
る
小
草
の
上

有
時
仰
片
雲

時
に
ち
ぎ
れ
雲
を
仰
ぐ
時
あ
り

母
暫
止
農
手

母
は
し
ば
し
農
手
を
止
め

看
予
顔
微
笑

わ
れ
を
見
て
微
笑
む

父
坐
畦
抽
煙

父
は
畦
に
坐
り
て
煙
草
を
吸
い

正
是
至
福
時

ま
さ
に
こ
れ
至
福
の
時

為
五
十
余
歳

五
十
余
歳
と
な
り

顧
有
幾
多
惨

顧
み
れ
ば
幾
多
の
惨
あ
り

可
都
是
相
対

し
か
し
全
て
こ
れ
相
対

而
生
概
斯
愉

而
し
て
生
は
概
ね
か
く
愉
し



　１５ 　　　　　１４

多
謝
隣
人
之
詩

二
○
○
四
年
歳
晩

冬
麗
光
芒
遍
下
来

冬
麗
の
光
芒
は
遍
く
そ
そ
ぎ
来
て

乙
津
川
面
水
波
耀

乙
津
の
川
面
に
水
波
か
が
よ
う

此
苑
毎
日
多
人
集

こ
の
苑
に
毎
日
多
く
の
人
集
い

唱
時
踊
而
継
歴
史

唱
い
時
に
踊
り
て
歴
史
を
継
ぐ

親
哉
川
辺
的
隣
人

親
し
き
か
な
や
川
の
べ
の
隣
人
は

対
誰
也
寛
容
相
見

誰
に
対
す
る
と
も
寛
容
に
し
て
相
ま
み
え

快
応
談
以
展
胸
襟

快
く
談
に
応
じ
以
て
胸
襟
を
ひ
ら
く

多
謝
対
予
常
給
情

わ
れ
に
常
情
を
給
わ
る
を
多
謝
せ
ん

慚
愧

二
○
○
四
年
十
二
月

長
春
市
在
友
好
楼

長
春
市
に
友
好
楼
あ
り

而
住
数
位
老
養
母

而
し
て
数
名
の
老
養
母
住
む

拾
児
懇
地
育
成
了

児
を
拾
い
て
懇
ろ
に
育
て
し
に

祖
国
回
去
而
不
帰

祖
国
へ
帰
り
ゆ
き
て
帰
ら
ず

慚
愧
一
次
抱
疑
念

一
た
び
疑
念
を
抱
き
し
に
慚
愧
し

自
心
垂
頭
其
愛
耳

心
よ
り
そ
の
愛
に
頭
を
垂
る
る
の
み

諸
姉
興
予
不
揺
心

諸
姉
わ
れ
に
不
揺
の
心
を
興
し

要
念
本
是
一
地
脈

思
わ
し
む
も
と
こ
れ
一
地
脈
な
る
を



　１７ 　　　　　１６

希
湧
清
流

二
○
○
五
年
歳
旦

有
文
及
武
予
恃
文

文
及
び
武
を
も
て
れ
ば
わ
れ
は
文
に
恃
む

然
情
徐
整
不
至
争

し
か
る
に
情
徐
に
整
い
争
に
至
ら
ず

看
拙
又
巧
就
取
拙

拙
又
は
巧
を
見
れ
ば
す
な
わ
ち
拙
を
取
る

故
有
以
巧
屡
欺
他

巧
を
以
て
し
ば
し
ば
他
を
欺
く
あ
れ
ば
な
り

嘗
説
悪
貨
凌
良
貨

嘗
て
悪
貨
は
良
貨
を
凌
ぐ
と
言
い
し
は

是
著
価
源
梅
園
翁

こ
れ
価
源
を
著
し
し
梅
園
翁

予
希
斯
流
自
息
而

わ
れ
は
願
う
か
か
る
流
自
ず
か
ら
や
み
て

世
上
清
流
湧
出
来

世
に
清
流
の
湧
き
出
で
来
ら
ん
こ
と
を

憩
冬
亭

二
○
○
五
年
一
月
四
日

模
獺
祭
書
屋
営
亭

獺
祭
書
屋
を
模
し
て
亭
を
営
み

栖
深
積
福
祉
之
思

住
み
つ
き
て
深
く
積
む
福
祉
の
思
い

有
来
者
共
談
且
酌

来
者
あ
れ
ば
と
も
に
談
じ
か
つ
酌
み

味
知
偶
得
生
之
歓

味
わ
い
知
る
偶
々
生
を
得
た
る
の
歓

聴
屋
出
入
文
墨
士

聴
く
屋
に
は
文
墨
の
士
出
入
り
し

主
齢
三
十
而
成
業

主
は
齢
三
十
に
し
て
業
を
成
せ
り
と

嗚
呼
生
存
談
交
間

嗚
呼
生
は
談
交
の
間
に
存
せ
り

此
情
越
深
越
慕
友

こ
の
情
深
ま
る
ほ
ど
に
友
慕
わ
し



　１９ 　　　　　１８

孖
川
（
両
子
川
）

二
○
○
五
年
大
寒
前

孖
川
本
来
是
清
流

孖
川
は
も
と
こ
れ
清
流
に
し
て

昔
鰍
和
赤
刺
鯰
棲

昔
か
じ
か
と
あ
か
ざ
と
棲
め
り

今
時
稀
見
是
鮠
耳

今
時
稀
に
見
ゆ
る
は
鮠
の
み
に
し
て

従
葦
生
去
没
看
他

葦
生
ひ
ゆ
き
て
よ
り
他
を
見
か
け
ず

梅
園
翁
敢
呼
孖
渓

梅
園
翁
は
敢
え
て
孖
渓
と
呼
び

慈
此
川
並
山
為
源

慈
し
む
こ
の
川
並
び
に
源
た
る
山
を

長
観
入
万
物
変
移

な
が
く
万
物
の
変
移
に
観
入
せ
ら
れ

終
悟
反
観
条
理
法

つ
い
に
悟
る
反
観
条
理
の
法

讃
子
風
君

二
○
○
五
年
大
寒
日

君
清
廉
而
也
丈
高

君
は
清
廉
し
か
も
丈
高
く

和
顔
可
修
金
剛
禅

和
顔
な
る
も
金
剛
禅
を
お
さ
む

与
君
従
旧
談
且
酌

君
と
旧
き
よ
り
談
じ
且
つ
酌
み

親
過
二
十
有
余
歳

親
し
く
過
ぐ
す
二
十
有
余
歳

聞
君
得
竹
笛
之
神

聞
く
君
竹
笛
の
神
を
得
て

然
尊
其
声
似
通
風

然
る
に
そ
の
音
風
通
う
に
似
る
を
尊
ぶ
と

心
笛
相
和
為
一
時

心
と
笛
相
和
し
て
一
な
る
時

以
為
君
遊
無
意
境

お
も
え
ら
く
君
無
意
の
境
に
遊
べ
る
な
ら
ん



　２１ 　　　　　２０

懐
旧
熊
毛

二
○
○
五
年
一
月
十
日

父
家
嘗
在
熊
毛
村

父
家
は
嘗
て
熊
毛
村
に
あ
り
し
が

今
廃
不
住
連
形
也

今
は
廃
れ
て
形
さ
え
と
ど
め
ず

夏
来
下
到
海
辺
遊

夏
来
れ
ば
海
辺
に
下
り
て
遊
び

攀
大
石
而
捕
熊
蝉

大
石
に
よ
じ
登
り
て
熊
蝉
を
捕
え
り

裏
山
拓
有
蜜
柑
畠

裏
山
に
蜜
柑
の
畠
拓
か
れ
あ
り

秋
生
多
果
似
黄
雲

秋
果
の
あ
ま
た
生
れ
る
は
黄
雲
に
似
る

茅
屋
正
積
如
黄
金

茅
屋
に
正
に
黄
金
の
如
き
を
積
み

仄
照
余
来
当
為
道

仄
か
に
わ
れ
に
照
ら
す
当
為
の
道

宮
有
一
基
奉
仕
碑

宮
に
一
基
の
奉
仕
の
碑
あ
り
て

刻
大
人
成
文
学
事

刻
す
大
人
文
学
を
成
し
た
る
の
事

血
脈
導
余
詩
文
境

血
脈
は
わ
れ
を
詩
文
の
境
に
み
ち
び
き

激
志
作
歌
而
写
生

作
歌
し
生
を
写
さ
ん
と
の
志
を
激
ら
し
む

山
芋

二
○
○
五
年
一
月
十
日

好
山
芋
汁
不
尋
常

山
芋
の
汁
を
好
む
こ
と
尋
常
な
ら
ず

駈
巡
六
郷
四
方
嶺

駈
け
巡
れ
り
六
郷
四
方
の
嶺

特
親
入
久
保
殿
山

と
り
わ
け
久
保
殿
山
に
親
し
く
入
り

三
十
余
年
遊
櫟
林

三
十
余
年
櫟
林
に
遊
ぶ



　２３ 　　　　　２２

芋
可
加
醤
油
和
水

芋
に
は
醤
油
と
水
を
加
う
る
べ
く

外
有
乾
魚
味
更
好

ほ
か
に
乾
魚
の
味
あ
ら
ば
更
に
よ
し

通
口
喉
中
満
土
香

通
れ
ば
口
喉
中
に
土
の
香
り
満
ち

正
似
聴
見
樹
梢
風

ま
さ
に
樹
梢
の
風
の
聞
こ
ゆ
る
に
似
る

有
芋
汁
耳
不
要
何

芋
の
汁
の
み
あ
ら
ば
何
も
要
ら
ず

独
欣
現
今
斯
有
生

独
り
喜
ぶ
今
か
く
し
て
生
き
て
あ
る
を

汁
中
含
無
尽
山
精

汁
中
に
無
尽
の
山
精
を
含
め
ば

一
椀
則
甦
至
上
幸

一
椀
す
な
わ
ち
至
上
の
幸
を
甦
ら
し
む

淑
気

二
○
○
五
年
一
月
十
一
日

田
中
師
範
賜
余
一
服
茶

新
光
差
苑
来

新
し
き
光
は
苑
に
さ
し
来
り

四
方
極
淑
気

よ
も
に
淑
気
き
わ
ま
る

吟
風
一
様
松

吟
風
は
松
に
一
様
な
り
と
は

量
是
皮
膜
間

お
し
は
か
る
こ
れ
皮
膜
の
間
な
り
と

主
点
而
客
服

主
（
茶
を
）
点
じ
客
は
服
し

主
客
就
是
一

主
客
は
す
な
わ
ち
一
な
り

風
声
和
松
籟

風
音
と
松
籟
と
を

何
不
道
一
様

何
一
様
と
言
わ
ざ
ら
ん



　２５ 　　　　　２４

福
祉
真

二
○
○
五
年
一
月
二
十
三
日

聴
福
祉
開
因
受
容

聴
く
福
祉
は
受
容
に
よ
り
開
き

而
起
共
感
生
信
頼

而
し
て
共
感
起
ち
信
頼
を
生
ず
と

蓋
此
理
説
是
慈
他

蓋
し
此
の
理
い
う
ら
く
は
他
を
慈
し
み
て

為
自
他
不
二
之
意

自
他
不
二
と
な
る
の
意
な
ら
ん

予
念
人
乍
生
善
而

わ
れ
は
思
う
人
は
生
れ
乍
ら
善
に
し
て

雖
積
歳
当
価
不
変

歳
積
む
と
い
え
ど
も
ま
さ
に
価
変
わ
ら
ず
と

能
遇
侮
弱
与
強
衆

よ
く
弱
を
侮
り
強
に
く
み
す
る
衆
に
遇
う
は

不
是
最
蔑
見
態
哉

最
も
蔑
さ
る
る
の
態
な
ら
ず
や

天
象
観

二
○
○
三
年
十
月
四
日

天
象
組
成
物
就
是
一
而
且
有
二
相
、
説
是
速
体
和
遅
体
。
速
体
一

面
分
散
一
面
消
耗
動
因
力
、
変
成
遅
体
。
遅
体
一
面
収
束
一
面
漸
漸

地
成
個
球
体
、
更
加
為
速
体
収
束
力
。
斯
而
球
体
内
部
加
有
動
因
力

形
成
熱
流
体
、
即
対
外
部
放
発
速
体
粒
。
這
速
体
粒
就
是
有
二
相
即

是
波
動
性
和
粒
動
性
。
放
発
的
動
因
力
是
球
体
内
部
的
熱
流
体
過
剰

力
。
引
力
不
是
引
力
就
是
速
体
変
成
遅
体
過
渡
的
収
束
力
。
斥
力
不

是
斥
力
就
是
多
個
球
体
間
的
放
発
力
相
互
衝
突
力
。
斯
而
天
象
万
有

流
動
。
天
象
裡
無
時
分
、
無
日
月
、
無
年
紀
、
即
是
只
有
永
遠
的
流
動
。



　２７ 　　　　　２６

高
楼
林

二
○
○
五
年
二
月
十
七
日

一
順
敬
和
理

一
に
敬
和
の
理
に
順
い

望
万
人
幸
福

万
人
の
幸
福
を
望
む

肯
少
欲
知
足

少
欲
知
足
を
う
べ
な
い

密
栖
高
楼
林

密
か
に
栖
む
高
楼
の
林
に

陽
光
観
吾
象

陽
光
は
わ
れ
に
か
た
ち
を
観
し
め

夜
陰
充
吾
休

夜
陰
は
わ
が
休
ら
い
を
充
た
す

歩
向
所
心
赴

心
お
も
む
く
所
に
向
か
い
歩
め
ば

何
不
至
赤
心

何
ぞ
赤
心
に
至
ら
ざ
ら
ん

義
雄
先
生

二
○
○
五
年
二
月
十
七
日

士
甚
篤
于
情

士
は
は
な
は
だ
情
に
篤
く

説
様
宛
道
化

話
し
様
は
さ
な
が
ら
道
化

救
予
生
三
次

わ
が
生
を
三
た
び
救
い

以
来
共
酌
酒

以
来
と
も
に
酒
を
酌
む

嘗
同
学
賢
師

嘗
て
と
も
に
賢
師
に
学
び

繙
医
制
即
改

医
制
を
ひ
も
と
き
即
ち
改
む

有
賜
零
余
子

賜
り
た
る
む
か
ご
は

必
蔓
亭
鉄
垣

必
ず
や
亭
の
か
な
が
き
に
蔓
延
ら
ん



　２９ 　　　　　２８

寸
心

二
○
○
五
年
三
月
二
○
日

有
者
不
知
諸
邨
弊

諸
邨
の
弊
を
知
ら
ざ
る
者
あ
り

向
机
練
策
関
政
事

机
に
向
か
い
政
事
に
関
す
る
策
を
練
る

若
看
此
様
且
慮
己

も
し
こ
の
様
を
見
か
つ
己
を
慮
れ
ば

虚
心
何
不
沿
民
意

虚
心
何
ぞ
民
意
に
沿
わ
ざ
ら
ん

来
母
来
斗

二
○
○
五
年
四
月
七
日

銀
座
在
酒
店
予
好

銀
座
に
わ
れ
の
好
む
酒
店
あ
り

其
名
云
来
母
来
斗

そ
の
名
を
来
母
来
斗
と
い
う

嘗
多
次
来
催
酒
宴

嘗
て
し
ば
し
ば
来
り
酒
宴
を
催
し

唱
歌
親
語
多
国
人

歌
を
唱
い
多
国
の
人
と
親
し
く
語
ら
う

女
将
是
位
宮
崎
生

女
将
は
宮
崎
生
ま
れ
の
方
に
し
て

俳
人
道
夫
温
旧
交

俳
人
道
夫
と
旧
交
を
温
た
む

近
隣
在
老
舗
卯
波

近
く
隣
り
て
老
舗
の
卯
波
あ
れ
ば

好
知
俳
聖
真
砂
女

よ
く
知
る
俳
聖
の
真
砂
女
を

副
店
主
是
旧
鼓
手

副
店
主
は
ふ
る
く
鼓
手
に
て

有
属
青
三
角
定
規

青
き
三
角
定
規
に
属
せ
り

為
人
甚
穏
且
深
情

人
と
な
り
は
甚
だ
穏
や
か
に
し
て
且
つ
情
深

く



　３１ 　　　　　３０

愚
言

二
○
○
五
年
四
月
十
四
日

世
異
以
来
六
十
年

世
異
な
り
て
以
来
六
十
年

没
意
就
捨
哉
良
邨

没
意
す
な
わ
ち
捨
て
た
る
か
な
良
邨
を

余
初
老
未
馴
彩
灯

わ
れ
初
老
に
し
て
未
だ
彩
灯
に
馴
ま
ず

而
今
何
在
桃
李
郷

而
今
い
づ
く
に
在
り
や
桃
李
の
郷

以
為
国
不
悟
過
而

お
も
え
ら
く
国
過
ち
を
悟
ら
ず
し
て

翻
至
離
所
得
懐
持

翻
つ
て
懐
持
す
べ
き
を
離
つ
に
至
り
け
ん

彼
此
正
似
鶏
逃
惑

彼
此
ま
さ
に
鶏
の
逃
げ
惑
う
に
似
る
も

凡
夫
何
有
事
得
扶

凡
夫
何
の
扶
け
得
べ
き
事
あ
ら
ん

漂
舟

二
○
○
五
年
四
月
二
十
三
日

有
者
不
聴
衆
生
声

衆
生
の
声
を
聴
か
ぬ
者
あ
り

心
冷
如
灰
言
不
響

心
は
灰
の
如
く
に
冷
め
て
言
は
響
か
ず

雖
既
無
友
其
周
囲

既
に
そ
の
周
囲
に
友
無
し
と
い
え
ど
も

未
悟
既
作
独
狐
久

未
だ
悟
ら
ず
既
に
独
狐
と
な
り
て
久
し
き
を

託
此
者
一
舟
之
舵

か
か
る
者
に
一
舟
の
舵
を
託
す
る
は

就
作
命
運
揺
幾
様

す
な
わ
ち
命
運
を
幾
様
に
か
揺
る
が
さ
ん

舟
本
是
物
民
衆
貸

舟
は
も
と
民
衆
の
貸
し
た
る
物
な
る
に

不
告
往
路
惑
其
心

往
路
を
告
げ
ず
そ
の
心
を
惑
わ
し
む



　３３ 　　　　　３２

凡
夫
人

二
○
○
五
年
五
月
十
六
日

一
念
欲
為
凡
夫
人

一
念
し
て
凡
夫
人
に
な
ら
ん
と
欲
し

毎
時
尋
求
昔
日
思

時
ご
と
に
昔
日
の
思
を
尋
ね
求
む

於
談
無
碍
作
童
子

談
ず
る
に
無
碍
に
て
童
子
と
な
り

於
遊
離
華
入
山
峡

遊
ぶ
に
お
い
て
や
華
を
離
れ
山
峡
に
入
る

嗚
呼
嘗
渡
策
謀
海

あ
あ
嘗
て
策
謀
の
海
を
渡
り

穢
徒
看
過
多
日
子

穢
れ
て
徒
に
あ
ま
た
の
日
を
見
過
ご
せ
り

出
世
時
夢
垂
稲
穂

世
に
い
で
し
時
垂
る
る
稲
穂
を
夢
み
し
が

人
間
毎
争
忘
浄
眼

じ
ん
か
ん
争
う
ご
と
に
浄
眼
を
忘
る

真
実
在

二
○
○
五
年
六
月
五
日

此
界
有
主
客
二
態

此
の
界
に
主
客
の
二
態
あ
り

各
態
相
互
限
定
他

お
の
お
の
態
は
あ
い
互
み
に
他
を
限
定
す

主
観
入
客
即
滅
主

主
は
客
に
観
入
し
て
す
な
わ
ち
主
た
る
を
滅

し客
常
導
主
爾
覚
醒

客
は
常
に
主
を
覚
醒
に
導
く

其
理
須
道
二
即
一

そ
の
理
は
す
べ
か
ら
く
二
即
一
と
い
う
べ
く

当
然
可
當
真
実
在

ま
さ
に
真
実
在
に
當
て
て
し
か
る
べ
し

有
客
象
才
令
主
立

客
象
あ
り
て
こ
そ
主
を
し
て
立
た
し
め



　３５ 　　　　　３４

街
空

二
○
○
五
年
六
月
三
十
日

断
電
音
独
憩
於
亭

電
音
を
断
ち
て
ひ
と
り
亭
に
憩
え
ば

遠
遠
聴
見
川
風
声

遠
ど
お
に
き
こ
ゆ
る
川
風
の
声

不
識
蛙
声
生
何
処

知
ら
ず
蛙
声
の
い
ず
こ
に
生
る
る
か
を

只
有
街
空
和
感
懐

た
だ
街
空
と
感
懐
と
あ
り

多
友
現
来
且
馳
去

友
現
れ
来
り
か
つ
馳
せ
ゆ
き
て

同
房
在
可
住
幻
耳

同
じ
き
房
あ
る
も
幻
を
と
ど
む
る
の
み

只
方
行
人
迷
路
上

た
だ
路
上
に
迷
う
行
人
に
く
ら
ぶ
れ
ば

幾
何
好
住
喫
朝
霧

い
く
ば
く
か
朝
霧
を
喫
い
て
と
ど
ま
る
が
好

し



　3７ 　　　　　３６

談
交
　
　
二
○
○
五
年
七
月
二
十
四
日

亭
鉄
垣
延
山
芋
蔓
　
亭
の
か
な
が
き
に
山
芋
の
蔓
を
は
び
こ
ら
し
め

主
人
酌
酒
思
世
情
　
主
人
は
酒
を
酌
み
世
情
を
思
う

為
保
生
業
惑
塵
物
　
生
業
を
保
た
ん
が
た
め
塵
物
に
惑
え
れ
ば

就
過
疎
遠
林
間
談
　
す
な
わ
ち
林
間
の
談
に
疎
遠
に
過
ぐ
す

請
問
賢
師
近
時
怎
　
請
い
て
問
う
賢
先
生
は
こ
の
頃
い
か
に

惜
長
没
聴
彼
毒
舌
　
惜
し
む
ら
く
長
く
か
の
毒
舌
を
聴
か
ず

日
往
月
来
同
積
齢
　
日
往
月
来
と
も
に
よ
わ
い
を
積
み

漸
識
該
敬
同
懐
客
　
漸
く
知
る
ま
さ
に
同
懐
の
客
を
敬
う
べ
し
と

　
於
赤
壁
　
　
二
○
○
四
年
わ
が
短
歌
を
漢
訳

　
　
一
基
礎

　
　
成
了
来
到

　
　
赤
壁
夜

　
　
尊
仰
月
照

　
　
没
彼
此

　　　古里両子・両子山



　３９ 　　　　　３８

　
生
立
　
　
二
○
○
五
年
七
月
二
十
五
日

生
於
川
辺
而
駈
野
　
川
の
べ
に
生
れ
て
野
を
駈
け

為
田
畑
庭
遊
同
風
　
田
畑
を
庭
と
な
し
風
と
と
も
に
遊
ぶ

齢
十
五
離
我
山
河
　
よ
わ
い
十
五
に
し
て
わ
が
山
河
を
離
れ

知
所
有
憂
世
上
内
　
知
る
世
上
の
内
に
憂
い
あ
る
を

書
譜
独
慰
日
日
心
　
譜
を
書
き
ひ
と
り
日
日
の
心
を
慰
め

心
常
追
無
何
有
夢
　
心
は
つ
ね
無
何
有
の
夢
を
追
う

嗟
余
本
是
百
姓
子
　
あ
あ
わ
れ
は
も
と
百
姓
子

斯
而
没
有
渉
世
術
　
か
く
し
て
世
渡
り
の
術
を
も
た
ず

　
梅
園
翁
　
　
二
○
○
五
年
七
月
二
十
八
日

如
対
粒
子
電
気
及
　
粒
子
に
対
い
て
電
気
及
ぶ
が
如
く

東
西
来
方
心
遍
沁
　
物
来
る
方
に
心
あ
ま
ね
く
沁
む
る

心
覆
宇
宙
一
切
物
　
心
宇
宙
一
切
物
を
覆
う
は

不
是
物
心
一
理
哉
　
こ
れ
物
心
一
の
理
な
ら
ず
や

梅
園
翁
生
子
山
麓
　
梅
園
翁
は
子
山
の
麓
に
生
ま
れ

自
少
観
入
自
然
妙
　
若
き
よ
り
自
然
の
妙
に
観
入
す

多
久
相
問
大
疑
団
　
久
し
く
大
疑
団
に
相
問
し

終
極
反
観
合
一
法
　
つ
い
に
き
わ
め
り
反
観
合
一
の
法



　４１ 　　　　　４０

　
一
病
　
　
　
二
○
○
五
年
七
月
尽

一
病
就
説
自
閉
症
　
一
病
す
な
わ
ち
自
閉
症
と
い
う

態
是
不
知
作
連
係
　
態
は
連
係
を
な
す
を
知
ら
ず

拘
一
而
好
順
並
物
　
一
に
拘
り
而
し
て
順
に
物
を
並
ぶ
る
を
好
む

生
来
不
巧
為
会
話
　
生
来
会
い
て
話
す
を
な
す
に
巧
か
ら
ず

世
人
大
方
不
関
他
　
世
人
は
お
お
か
た
他
に
関
わ
ら
ず

然
当
不
識
這
様
惨
　
然
る
に
ま
さ
に
か
よ
う
の
惨
を
知
ら
ず

今
余
自
悟
己
無
知
　
い
ま
わ
れ
は
自
ら
お
の
れ
の
無
知
を
悟
り

以
為
捧
力
無
垢
児
　
も

っ
て
無
垢
の
児
に
力
を
捧
げ
ん
と
す

聴
説
這
病
没
苦
耳
　
言
う
を
聴
く
こ
の
病
苦
の
み
に
あ
ら
ず

傾
愛
即
復
生
得
力
　
傾
愛
は
す
な
わ
ち
生
得
力
を
復
す
る
と

一
病
即
是
一
天
恵
　
一
病
は
す
な
わ
ち
一
天
恵
に
し
て

須
同
感
得
愛
是
何
　
と
も
に
愛
の
何
た
る
か
を
感
得
す
べ
け
ん

　
両
子
谷
　
　
二
○
○
五
年
九
月
十
五
日

生
両
子
谷
払
聚
落
　
両
子
谷
払
聚
落
に
生
れ

育
捕
鮠
或
掘
山
芋
　
鮠
を
捕
り
或
は
山
芋
を
掘
り
て
育
つ

常
仰
天
送
片
雲
去
　
常
天
を
仰
ぎ
片
雲
の
ゆ
く
を
送
り

自
悟
万
象
則
不
留
　
自
ず
か
ら
悟
る
万
象
則
ち
留
ま
ら
ざ
る
を

心
底
有
久
保
殿
山
　
心
底
に
久
保
殿
山
あ
り

今
也
宛
鳴
樹
梢
風
　
い
ま
も
さ
な
が
ら
鳴
る
樹
梢
の
風



　４３ 　　　　　４２

出
故
郷
過
四
十
年
　
　
故
郷
を
出
で
て
四
十
年
過
ぐ
る
に

歳
月
実
為
諸
事
幻
　
　
歳
月
は
実
に
諸
事
を
幻
と
な
す

　
医
制
　
　
二
○
○
五
年
十
月
十
日

県
有
十
区
医
療
圏
　
県
に
十
区
の
医
療
圏
あ
り

而
期
整
病
床
所
要
　
而
し
て
所
要
の
病
床
を
整
う
る
を
期
す

欠
域
内
見
許
設
院
　
欠
域
内
は
院
を
設
く
る
を
許
さ
れ

当
剰
域
即
不
見
認
　
剰
域
に
当
た
れ
ば
即
ち
認
め
ら
れ
ず

一
床
月
得
幾
百
万
　
一
床
月
に
幾
百
万
を
得
れ
ば

嘗
争
先
図
受
多
床
　
嘗
て
先
を
争
い
多
床
を
受
け
ん
と
図
る

現
今
説
質
不
尚
量
　
現
今
質
を
言
い
量
を
た

っ
と
ば
ざ
る
に

若
無
医
質
即
不
栄
　
医
質
無
く
ん
ば
即
ち
栄
え
ず

　
祈
幸
賦
（
遊
び
心
に
て

）
　
二
○
○
五
年
十
月
十
三
日

依
必
世
天
委
葉
至

越
愛
情
計
留
夢
奴

往
百
苦
而
寸
体
愉

武
双
何
歪
絶
唱
賦

只
管
心
祈
多
幸
来

　　　著者－事務室にて



　４５ 　　　　　４４

　
小
班
為
楽
　
 
二
○
○
五
年
十
月
二
十
二
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大
分
豊
寿
苑
ユ
ニ

ッ
ト
ケ
ア
を
運
営
す

苑
用
小
班
介
護
則
　
苑
小
班
介
護
則
を
用
い

二
人
一
班
為
支
援
 
二
人
一
班
に
て
支
援
を
な
す

施
情
即
是
無
用
計
 
施
情
は
即
ち
無
用
の
計
に
し
て

協
働
而
同
得
幸
福
 
協
働
し
て
と
も
に
幸
福
を
得

苑
常
活
溌
溌
地
営
　
苑
常
に
活
溌
溌
地
に
営
み

老
者
各
班
有
自
趣
 
老
者
各
班
自
ら
面
白
き
を
も
つ

人
生
後
半
何
不
楽
 
人
生
後
半
な
ん
ぞ
楽
し
か
ら
ざ
ら
ん

想
都
諾
即
現
浄
土
 
全
て
を
諾
と
想
え
ば
即
ち
浄
土
を
現
ず

　
亜
沙
呂
撫
霊
　
二
○
○
五
年
十
月
二
十
二
日

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
名
犬
ロ
ブ
本
年
十
月
十
二
日
に
死
去

、
そ
の
忠
孝
を
讃
う

命
名
亜
沙
呂
撫
霊
　
命
名
す
亜
沙
呂
撫
の
み
霊
と

忠
犬
可
他
日
永
眠
　
忠
犬
な
り
し
が
他
日
永
眠
す

貌
茫
洋
常
順
家
人
　
顔
茫
洋
に
し
て
常
家
人
に
順
い

十
有
余
年
護
此
家
　
十
有
余
年
こ
の
家
を
護
る

長
子
其
歳
十
之
時
　
長
子
そ
の
歳
十
の
時

給
幼
犬
授
名
呂
撫
　
幼
犬
に
名
呂
撫
を
授
く

長
子
長
女
共
他
育
　
長
子
と
長
女
そ
れ
と
共
に
育
ち

漸
漸
地
修
慈
愛
心
　
漸
漸
地
に
慈
愛
の
心
を
修
む



　４７ 　　　　　４６

　
未
存
在
　
二
○
○
五
年
十
一
月
二
日

於
余
常
有
未
存
在
　
わ
れ
に
常
未
存
在
あ
り
て

而
心
向
不
知
前
方
 
而
し
て
心
不
知
な
る
前
方
を
向
く

須
念
只
是
不
為
己
　
須
く
お
も
う
は
只
こ
れ
己
の
為
な
ら
ず

以
尽
世
人
就
為
幸
　
世
人
に
尽
く
す
を
以
て
即
ち
幸
と
な
す
べ
け
ん

未
存
在
醒
内
当
為
　
未
存
在
は
内
に
当
為
を
醒
ま
し

誘
引
役
歩
福
祉
道
　
誘
引
し
て
福
祉
の
道
を
歩
ま
し
む

若
没
発
意
辞
貪
租
　
も
し
発
意
し
て
貪
租
を
辞
め
ざ
り
し
か
ば

恐
余
没
遇
天
賦
職
　
恐
ら
く
は
わ
れ
天
賦
の
職
に
遇
わ
ざ
り
け
ん

　
心
底
　
二
○
○
五
年
十
一
月
四
日

謂
人
有
所
称
心
底
　
お
も
え
ら
く
人
に
心
底
と
称
す
る
あ
り

於
此
物
心
互
融
合
　
こ
こ
に
物
心
互
い
に
融
合
す

物
外
来
又
心
内
包
　
物
外
来
し
ま
た
心
内
包
し

而
生
主
客
無
別
境
　
而
し
て
主
客
無
別
の
境
を
生
ず

境
是
雖
没
有
具
体
　
境
は
こ
れ
具
体
を
有
さ
ず
と
い
え
ど
も

揺
命
常
為
其
活
態
　
命
を
揺
ら
し
め
常
そ
れ
を
活
態
と
な
す

時
空
善
美
蔵
此
内
　
時
空
善
美
を
こ
の
内
に
蔵
す
れ
ば

即
知
万
象
使
人
生
　
即
ち
知
る
万
象
人
を
生
か
し
む
る
を



　４９ 　　　　　４８

　
内
存
在
　
二
○
○
五
年
十
一
月
五
日

屡
念
己
約
是
何
者
　
し
ば
し
ば
思
う
己
は
つ
ま
り
何
者
ぞ
と

於
此
己
然
問
正
在
 
こ
こ
に
し
か
問
う
己
ま
さ
に
在
り

言
己
和
他
成
世
界
　
言
わ
く
己
と
他
世
界
を
成
せ
ば

則
己
存
在
其
内
部
　
即
ち
己
は
そ
の
内
部
に
存
在
す
と

更
念
即
世
界
是
何
　
更
に
お
も
う
即
ち
世
界
は
何
と

総
体
含
己
他
是
然
　
己
と
他
と
含
む
総
体
が
こ
れ
然
ら
ん

所
念
裡
己
蔵
総
体
　
お
も
え
る
所
に
己
は
総
体
を
蔵
し

翻
而
世
界
生
蔵
者
　
翻

っ
て
世
界
は
蔵
す
る
者
を
生
か
さ
ん

　
秋
時
雨
　
二
○
○
五
年
十
一
月
五
日

秋
時
雨
音
不
絶
下
　
秋
の
時
雨
は
音
絶
え
ず
降
り

使
余
思
入
遠
昔
日
　
わ
れ
を
遠
き
昔
日
に
思
い
入
ら
し
む

駈
野
浸
川
消
著
時
　
野
を
駈
け
川
に
浸
り
時
を
消
し
つ
つ

茫
々
在
桃
源
之
郷
　
茫
々
と
し
て
桃
源
の
郷
あ
り
き

十
有
余
歳
知
世
憂
　
十
有
余
歳
に
て
世
憂
を
知
り

以
来
尋
意
所
余
存
　
以
来
わ
が
存
す
る
所
の
意
を
尋
ぬ

思
索
正
似
時
雨
音
　
思
索
は
ま
さ
に
時
雨
の
音
に
似
て

不
絶
費
時
至
初
老
　
た
え
ず
時
を
費
や
し
初
老
に
至
ら
し
む



　５１ 　　　　　５０

　
久
保
殿
山
　
二
○
○
五
年
十
一
月
七
日

此
山
是
産
祖
父
購
　
こ
の
山
は
祖
父
の
購
い
し
産
に
し
て

家
人
以
之
成
家
誇
 
家
人
こ
れ
を
以

っ
て
家
の
誇
り
と
な
す

屡
上
此
而
遊
且
親
　
し
ば
し
ば
こ
こ
に
上
り
て
遊
び
且
つ
親
し
み

又
支
生
計
依
培
茸
　
ま
た
茸
を
培
う
に
よ
り
生
計
を
支
う

近
峠
立
本
山
梨
木
　
峠
近
く
に
山
梨
の
木
立
ち

丈
高
恵
与
大
多
実
　
丈
高
く
多
く
の
実
を
恵
み
与
う

幾
次
上
来
掘
山
芋
　
幾
た
び
も
上
り
来
り
て
山
芋
を
掘
り

土
香
風
声
満
無
辺
　
土
香
風
声
無
辺
に
満
て
り

　
別
府
田
家
由
来
　
二
○
○
五
年
十
一
月
七
日

離
両
子
田
家
継
脈
　
両
子
田
家
よ
り
脈
を
継
ぎ

興
而
築
別
府
田
家
　
興
し
て
別
府
田
家
を
築
く

本
是
遡
鎌
足
大
人
　
も
と
こ
れ
鎌
足
大
人
に
遡
り

向
不
比
等
房
前
下
　
不
比
等
房
前
へ
と
下
る

和
広
家
相
契
家
成
　
広
家
と
あ
い
契
り
家
成
り

以
梶
葉
作
田
家
紋
　
梶
の
葉
を
以

っ
て
田
家
の
紋
と
な
す

辿
広
家
至
赤
穂
士
　
広
家
を
辿
れ
ば
赤
穂
の
士
に
至
り

伝
大
野
家
是
先
祖
　
大
野
家
を
先
祖
と
伝
う

 
 
 
 
 
 
　
　
　
　
　
　
注
│

「
田
家

」
は
田
辺
家
を

、

「
広
家

」
は
広
岡
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
い
う

。
ま
た

、
大
野
家
は
討
入
り
に
反
対
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
赤
穂
浪
士
団
を
脱
退
し
た
家
老

、
大
野
九
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
衛
に
由
来

。
物
語
化
さ
れ
た
裏
面
に
あ
る
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
主
義
を
信
ず
る

。



　５３ 　　　　　５２

　
二
流
　
二
○
○
五
年
十
一
月
十
九
日

身
有
向
上
下
二
流
　
身
に
上
下
に
向
か
う
二
流
あ
り

而
成
作
為
及
順
委
 
而
し
て
な
す
作
為
お
よ
び
順
委
と
を

一
欲
時
気
活
着
上
　
一
た
び
欲
す
る
の
時
気
活
に
て
上
り

無
欲
時
委
元
気
下
 
欲
す
る
無
き
時
元
気
に
委
ね
て
下
る

作
為
則
粒
揺
着
燃
 
作
為
は
則
ち
粒
揺
れ
つ
つ
燃
え

順
委
則
波
穏
着
流
 
順
委
は
則
ち
波
穏
や
か
に
し
て
流
る

謂
二
流
是
意
或
不
 
お
も
え
ら
く
二
流
は
こ
れ
意
或
は
不

等
于
持
続
的
上
下
 
持
続
の
上
下
に
等
し
き
と

　
擬
良
　
二
○
○
五
年
十
一
月
二
十
八
日

求
利
軽
衆
世
上
常
　
求
利
軽
衆
は
世
上
の
常
に
し
て

而
人
貨
徐
成
粗
漏
　
而
し
て
人
貨
徐
に
粗
漏
な
る
を
な
す

慮
何
故
生
這
様
象
　
何
故
か
様
の
象
を
生
む
か
を
慮
る
に

則
依
悪
易
欺
良
性
　
則
ち
悪
易
欺
良
の
性
に
よ
る
べ
け
ん

一
次
擬
良
為
利
己
 
一
た
び
己
を
利
さ
ん
と
良
を
擬
え
れ
ば

忽
然
失
汗
血
之
義
　
忽
然
と
失
う
汗
血
の
義
を

一
行
更
招
多
行
粉
　
一
行
は
更
に
粉
ら
さ
ん
多
行
を
招
き

終
乖
正
思
正
道
理
　
つ
い
に
乖
る
正
思
正
道
の
理



　５５ 　　　　　５４

　
聴
風
居
　
二
○
○
五
年
十
一
月
三
十
日

詩
友
自
遠
方
来
而
　
詩
友
遠
方
よ
り
来
り
て

宿
此
庵
名
聴
風
居
　
こ
の
庵
に
宿
り
聴
風
居
と
名
づ
く

共
無
飽
酌
酒
忘
時
 
と
も
に
飽
く
な
く
酒
を
酌
み
時
を
忘
れ

風
声
常
聴
見
不
止
 
風
声
は
常
き
こ
え
や
ま
ざ
り

友
給
余
詠
一
首
詩
　
友
は
わ
れ
に
一
首
の
詩
を
詠
み

就
讃
風
声
潮
音
誦
　
風
声
潮
音
を
讃
え
て
誦
す

同
門
同
学
友
和
余
　
同
門
同
学
の
友
と
わ
れ
は

念
記
此
夜
幾
久
時
　
こ
の
夜
を
幾
久
し
く
心
に
と
ど
め
ん

　
聴
風
居
其
二
　
二
○
○
五
年
十
一
月
三
十
日

居
屡
招
文
人
墨
客
　
居
に
し
ば
し
ば
文
人
墨
客
を
招
き

毎
次
親
談
且
酌
酒
　
毎
次
し
た
し
く
談
じ
且
つ
酒
を
酌
む

時
踊
時
笛
又
語
詩
　
時
に
踊
り
時
に
笛
吹
き
ま
た
詩
を
語
ら
い

共
知
歓
喜
自
即
他
　
と
も
に
歓
喜
の
自
即
他
な
る
を
知
る

作
詩
作
楽
即
余
好
　
作
詩
作
楽
は
わ
が
好
み
に
て

而
起
興
取
器
唱
詩
　
而
し
て
興
起
こ
れ
ば
器
を
取
り
詩
を
唱
う

韓
人
伊
人
也
時
来
　
韓
人
伊
人
も
時
に
来
り

居
即
似
無
何
有
郷
　
居
は
即
ち
似
る
無
何
有
の
郷



あ
と
が
き

本
集
は
、
漢
詩
集
と
し
て
私
が
初
め
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、
一
九
七
五
年
か
ら
の
作
五
十
篇
を
収

め
た
。

な
ぜ
、
漢
詩
を
作
ろ
う
と
思
い
立
っ
た
か
と
い
う
と
、
大
学
で
中
国
語
を
第
二
外
国
語
と
し
て
学
ん
だ
関

係
で
、
漠
然
と
そ
の
願
望
を
も
ち
つ
づ
け
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
故
郷
の
偉
人
と
し
て
尊
敬
し

て
い
る
、
享
保
時
代
の
哲
学
者
、
三
浦
梅
園
先
生
が
多
く
の
漢
詩
を
作
っ
て
お
り
、
そ
れ
を
見
て
以
前
か
ら

憧
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
も
あ
る
。

作
っ
た
作
品
は
、
色
紙
に
墨
で
書
き
、
そ
れ
に
故
郷
の
両
子
山
の
絵
を
添
え
る
な
ど
し
て
楽
し
ん
で
い

る
。漢

詩
を
作
り
始
め
て
思
っ
た
こ
と
は
、
一
見
固
い
感
じ
の
す
る
漢
詩
も
、
う
ま
く
い
く
と
穏
や
か
な
情
景

も
出
せ
る
し
、
何
よ
り
、
自
分
の
思
い
を
曖
昧
で
な
い
か
た
ち
に
ま
と
め
ら
れ
る
の
が
、
そ
の
良
さ
で
は
な
い

か
と
思
う
。

今
回
、
当
面
の
目
標
と
し
て
き
た
五
十
篇
に
一
応
到
達
し
た
の
で
あ
る
が
、
ま
た
そ
の
気
に
な
っ
た
ら
作

っ
て
み
た
い
と
も
思
っ
て
い
る
。

本
集
は
、
私
の
心
に
常
に
何
か
を
呼
び
起
こ
し
て
く
れ
る
故
郷
両
子
の
自
然
と
長
年
親
し
く
思
っ
て
い
る

中
国
の
友
人
た
ち
、
ま
た
日
頃
か
ら
私
に
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
私
の
家
族
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
そ
の

証
と
し
て
捧
げ
た
い
。

二
○
○
八
年
初
夏



ア
ン
テ
ク
ス
出
版
理
念

近
年
、
社
会
が
経
済
至
上
の
傾
向
を
呈
し
て
久
し
く
、
こ
の
間
人
々
は

生
産
よ
り
消
費
へ
、
不
易
よ
り
流
行
へ
の
歩
を
速
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

そ
し
て
時
代
の
流
れ
は
、
わ
が
国
に
営
々
と
培
わ
れ
て
き
た
精
神
文
化

を
も
呑
み
込
み
、
い
ま
や
、
物
的
価
値
尺
度
が
社
会
に
遍
く
浸
透
し
て
お

り
ま
す
。

一
面
、
か
す
か
な
が
ら
新
た
な
兆
し
も
う
か
が
わ
れ
ま
す
。
明
ら
か
に

不
利
な
立
場
か
ら
正
義
を
貫
く
法
律
家
や
、
人
道
援
助
に
生
涯
を
掛
け
る

活
動
家
、
ま
た
身
体
の
不
利
を
反
転
し
周
囲
に
勇
気
を
与
え
る
青
年
や
、

地
域
社
会
へ
の
奉
仕
に
地
道
に
取
り
組
む
個
人
の
活
動
等
で
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
私
た
ち
は
こ
こ
に
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
あ
ふ
れ
る
社
会

の
構
築
を
理
想
に
F
o
r
U
企
画
を
興
し
、
地
方
に
あ
っ
て
文
芸
や
哲
学

等
々
に
励
む
人
々
の
活
動
を
、
良
書
の
普
及
や
刊
行
等
を
通
し
て
支
援
す

べ
く
歩
み
始
め
ま
し
た
。
身
近
に
営
ま
れ
る
文
化
活
動
を
全
国
の
同
胞
と

と
も
に
共
済
し
、
新
し
い
文
化
の
形
成
へ
つ
な
げ
よ
う
と
の
熱
意
か
ら
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
趣
意
が
理
解
を
得
ら
れ
、
新
し
い
時
代
の
潮
流
と
な
る

よ
う
念
願
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

一
九
九
九
年
十
月
聴
風
舎
理
念
を
二
○
一
○
年
三
月
継
承

【著者略歴】

田 聖司（でんせいし、本名；田邊誓司）

● 略年譜

１９５２年 大分県東国東郡西武蔵村大字両子１９１０番地

（現国東市）に生れる。

１９７５年 長崎県立国際経済大学を卒業、大分県に２７年

余在籍し、うち医療行政に９年携わる。

１９９２年 大分県医務課医務係長を３年務める。

１９９５年 東京事務所企画主管課長を３年務める。

１９９８年 医務薬事課地域医療主幹を１年、翌年医務主幹

を１年務め、介護保険制度の導入に医療計画策定

と療養型病床群整備目標の設定により直接携わる。

２０００年 農政企画課課長補佐を２年務める。

２００２年 医療法人敬和会介護企画部長（大分豊寿苑事務

長）を約５年務め、この間、社団法人大分県介護老

人保健施設協会事務部会副部会長を１期務める。

２００７年 行政書士田邊法務事務所を開業、現在に至る。
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